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イノシシの分布と生息密度の変化

農業被害の発生状況

府内全域で農業被害が大きな問題となっているイノシシとの共存を、科学的管理のもと
に進めるために、生息状況や被害状況の把握を行っています。

 イノシシは山間部のほぼ全域に分布しています。
 個体数は、1990年頃から大きく増加したようです。
 2010年頃から北河内地域で、近年も市街地に残された森林
域へと分布が拡大しています。

 2020年秋から広まった豚熱の感染拡大で、北部では2020
年度に、中南部では2021年度にイノシシが激減しましたが、
南河内や泉州を中心に個体数が回復しつつあるようです。

イノシシのくくりわな猟捕獲効率*と捕獲頭数の推移

※くくりわな猟捕獲効率
くくりわな1台100日
あたりの捕獲頭数で、
生息密度の増減や大小
が把握できる指標

狩猟メッシュ（約5km四方）ごとの
くくりわな猟捕獲効率*の分布

 被害状況は地域によって異なっていましたが、豚熱の影響でイ
ノシシが激減した2021年度には全地域で被害が減少しました。

 被害は減少傾向にありますが、イノシシ生息数が回復しつつあ
ることから、今後の被害の再発に注意が必要です。
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イノシシのモニタリング調査
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イノシシによる農業被害強度の平均値の推移
（※被害なし：0、ほとんどない：1、軽微:2、大きい：3、

深刻：4、にそれぞれ数値換算） ＊農業実行組合へのアンケート調査から評価
農業被害強度の分布とその推移
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